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コーユーレンティア株式会社
� 代表取締役社長

株主優待ポイントの交換受付を行
う特設サイト「コーユーレンティア・
プレミアム優待倶楽部」およびコー
ルセンターを開設いたしました。

インターネットからのお申込み限定で
Amazonギフトカードと交換可能です。

コーユーレンティア・プレミアム優待倶楽部

株主還元について
株主優待

株 主 の 皆 様 へ

※�2025年1月1日付で1対2の株式分割を実施。2024年度以前の配当については、
株式分割を考慮し、遡及修正して表示しております。

営業利益は中間期ベースで
過去最高を達成
収益性改善が実を結び、
成長投資を原動力に次なる飛躍へ

配 当

中間期の好調な業績を考慮し、計画数値を上方修正（2026年8月6日の「通期連結業績予想の修正に関するお知らせ」にて開示）
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34,701
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■■ 中間　■通期　■予想

「経営基盤の強化」の一環として進めている物流改

革は、2028年期初をゴールとし、全体像が具体化

してきました。総額40億円規模の投資となる見込みであり、今

期後半より「マテハン」「自動倉庫」関連の設備を順次導入し、

運用効率の向上を図ってまいります。

建設市場や各種イベント需要は引き続き好調に推

移しており、当社を取り巻く事業環境は総じて堅調

に推移しています。一方で、不安定な国際情勢を背景とした資

材価格の高騰や、円安による輸入コストの上昇には、引き続き

注視が必要な状況です。

通期については、前期の万博の反動減もあり、当初

は厳しい環境を見込んでいました。しかしながら、

建設需要は想定を上回るなど、主力のレンタル関連事業は好

調に推移することが見込まれています。こうした点をふまえ、

2026年8月6日付で、利益に対し、通期業績予想を上方修正い

たしました。各事業の収益力強化と新規事業を強化し、計画達

成に向けて着実に取り組んでまいります。

今期の年間配当は、中間配当10円と合わせて1株当

たり37円を予定しており、上場以来、連続配当を実

施しています。株主優待と合わせ、今後も安定的かつ継続的な

株主還元の充実に努めてまいります。株主の皆様には、日頃の

ご支援に心より御礼申し上げますとともに、引き続きご理解

とご支援を賜りますようお願い申し上げます。

9月19日より名古屋で開催中の「アジア競技大会」

においては、組織委員会事務局向けFF&Eの納品な

ど着実に受注を積み重ねています。専任のプロジェクトチー

ムのもと、会期中の関係施設への納品をはじめ、開催後の引き

取り、買取などの営業活動を強化しています。

中間期の業績は、前期の万博の反動減もあり、微減

となるものの、営業利益ベースでは過去最高を更新

しました。主力のレンタル関連事業と、スペースデザイン事業

が増収増益となり、業績に寄与しました。

収益性の高い戦略商品の構成比上昇や、これまで実施してき

た価格転嫁の効果が、増益の要因となっています。

次期中期経営計画では、セグメント経営の強化とい

う方針のもと、2027年からの3か年を「飛躍期」と

位置づけ、成長に向けた施策の検討を開始しています。2027

年2月の決算説明会において、具体的な施策や数値目標およ

びサステナビリティに対する取り組み等を「新中期経営計画」

として発表する予定です。

中期経営計画「Next Evolution 26」の 
進捗について教えてください。

現在の市場環境をどう見ていますか？

2026年度通期の見込みを 
教えてください。

株主還元に対する考えを含め、
株主の皆様へのメッセージをお願いします。

今期の大型イベントには 
どのようなものがありますか。

2026年度中間期の業績について 
お聞かせください。

今後のさらなる成長に向けて、会社の方向
性や成長戦略についてお聞かせください。
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2022年度 2023年度 2024年度 2025年度 2026年度（予想）

21.3%

20.6%

30.0円

10.0円

21.0円

5.0円

10.0円

27.0円

36.0円 37.0円

19.5% 18.6%

22.5円
27.5円 24.4%

配当 特別配当
連結配当性向

2025年12月期より中間配当を実施。期末配当とあわせて2回の配
当を行います。

2026年8月3日(月)
～11月30日(月)

期 間

※Amazonギフトカードに関するお問合せは、Amazonではお受けしておりません。
　コーユーレンティア・プレミアム優待倶楽部ヘルプデスク【0120-980-965】までお願いいたします。
※Amazon、Amazon.co.jpおよびそれらのロゴはAmazon.com, Inc. またはその関連会社の商標です。

令和8年熊本地震ならびに千葉豪雨により被災された皆さま
に、心よりお見舞い申し上げますとともに、被災地域の一日
も早い復旧をお祈り申し上げます。
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トップメッセージ M e s s a g e

業績ハイライト H i g h l i g h t



イベント
15.5%

常設オフィス他
8.8%

建設
63.2%

法人
12.5% 中間期

売上高
101億円

2026年度
レンタル関連事業

イベント向け市場 常設オフィス向け市場

◉  イベント会場の体験価値を高める
ハイグレード家具を開発
近年ニーズが高まるホスピタリティ
ラウンジ向けに、高級感とカスタマイ
ズ性を備えた屋内外対応のソファを
開発しました。

◉  �オフィスづくりの困りごと 
解決サービスをPR
6月に開催された「ワークプレイス改革EXPO」
に出展し、リユース家具の販売・買取や、椅子
クリーニングのサービスを紹介。お客様の悩
みに合わせた幅広いメニューを提案しました。

スペースデザイン事業 物販事業

ICTレンタル
40.8%

施工他 12.1%

販売
18.0%

ドキュメント
サービス 29.1%

中間期
売上高
23億円

2026年度

新規受注案件の増加に加
え、映像や音響業務が伸
長し、増収増益。

前期に計上した大型案件
の反動減と、新規大型案
件の受注低迷により、減収
減益。

◉  開発が進む注目エリアで
モデルルームを施工
2023年の「北海道ボールパーク
Fビレッジ」開業以降、開発ラッシュ
に湧く北海道北広島市で、新駅
隣接のタワーマンションのモデル
ルームを施工しました。

◉  顔認証技術で業務提携を 
開始し事業を拡大
3月に、画像認証やバーコード・
QRコードの読み取り技術をもつ
株式会社アスタリスクと業務提携
し、顔認証システムやネットワーク
カメラの設置と運用支援を行うこ
とで合意しました。

◉  生成AI研修で中小企業の
DX化をサポート
1月に、生成AI研修の専門部署を
新設。研修受講時に利用できる
助成金の活用支援や、業種・業務
に合わせたカリキュラムを提供し、
実務で使えるAI活用を支援してい
ます。

◉ 従業員の働きやすさを
支える健康経営を推進
グループ会社が、健康経営を推
進する企業として東京商工会議
所のホームページに掲載されま
した。同社は、3年連続で「健康経
営優良法人」に認定されています。

郵政
24.9%

官公庁 54.0%

民間 21.1%

中間期
売上高
15億円

2026年度
ファニチャー
レンタル 20.1%

リノベーション他 12.1%
オプション
販売 10.1%

設計・施工
57.7%

中間期
売上高
33億円

2026年度

ICT事業
パートナー企業とのアライアンスにより増収効果があった一方で、大型BPO案件
の減少が影響し、減収減益。

● 郵政向け市場におけるDX提案を継続
● 大学等の文教商談に注力し、受注を拡大

下期の
施策

● 役務・工事サービスとICT商材提案のワンストップ提供により、収益力を向上
● アライアンスパートナーとの連携強化により、事業を拡大
● 既存顧客の深耕により、継続案件を獲得

下期の施策

● 中東情勢による資材調達等への影響を注視しつつ、 
受注活動を推進

● 各種デザインアワードへの挑戦を契機として、ブランド価値の向上を図る

下期の
施策

中 計 商 品
共同開発した「スチールフェンス」の実用
新案を取得

物流改革プロジェクトの一環として、イベント市場向
け商品の保管・運用を目的に「柏ステーションⅡ」を
開設しました。庫内
オペレーションの
効率化や物流体制
の強化に取り組ん
でいます。

千葉県柏市で物流体制を強化

株式会社サムコと共同開発したスチールフェンスの実用新案を取得
しました。工具不要で高さ調整ができる独自構造を採用し、設営作
業の効率化とレイアウトの自由
度向上を実現しています。今後
も、現場の課題解決に貢献する
商品開発を進めてまいります。

主力の建設現場向け市場において、1件当たりの受注単価が過去最高となり、全体
業績を牽引。

● 戦略商品の構成比率向上により、高機能・高価格帯商品の需要を取り込む
● グループ横断プロジェクトチームが「第20回アジア競技大会」の受注活動を

推進
下期の施策
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快適でウェルネスなオフィスをつくる、
高機能で付加価値の高い商品。
主力商品で生み出した利益を

積極的に投資して
保有数を増やしています。

戦 略 商 品

既存深耕 新規開拓

モビリティ関連のVIPルーム向け高級商品や、
イベントのホスピタリティラウンジ向け

ハイグレード商品を展開。
レンタルの新たな可能性に挑戦し、
未来の成長の柱を育てています。

長期間にわたって繰り返しレンタルすることで、
安定した収益を生み出し、当社の収益基盤を
支える商品群

新たな市場を
切り拓く商品

安定して
利益を生み出す

商品レンタル

リデュース
部品を減らす

リサイクル
再利用

リユース
直して繰り返し使う

開発

物流

企画

再資源化 保守・
メンテナンス

リサイクル
販売

持続的な企業成長を実現

ここが
ポイン

ト
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製品の企画・開発段階から、メンテナンス・リペアを経て、
廃棄・リサイクル段階まで。
レンタルの全工程で独自の試みを導入していくことで、
私たちは、機能性に富み、環境にも配慮するビジネスモデル
を築き上げてきました。

当社は創出した利益を商品開発へ振り向け、商品ラインナップの充実とともに
市場の深耕と開拓を目指していきます。

快適な職場環境づくりで、人材確保と定着を
支援

VIPチケット購入者の満足度を高める特別
な空間を演出

理想の暮らしを再現し、住みたい気持ちを
高めるコーディネートを提案

	 建設現場事務所 	マンションモデルルーム	イベント会場

レンタルの可能性を、切り拓くビジネスモデル

商品への投資戦略社会課題に応えるコーユーレンティアのレンタルビジネス

空間もデザインします

ここがスゴイ

コーユーレンティアの商品はコーユーレンティアの商品は

22,,000000種類種類　　110000万万点点

こんなところにもレンタル

当社オリジナル商品は

約60％!
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会社名 コーユーレンティア株式会社

本社所在地 〒105-0004 東京都港区新橋6-17-15
菱進御成門ビル6F

設立 1970年（昭和45年）10月

代表者 代表取締役社長　梅木 孝治

資本金 10億1,862万円

証券コード 7081

売上高 347億156万円（2025年12月期 連結）

従業員 909名（2026年6月末現在 連結）

事業内容 FF&E＊レンタル業
建設業界・不動産業界・イベント業界をはじめ、 
国内外の企業向けにFF&Eをレンタル

＊Furniture, Fixtures and Equipment （家具、什器、備品）

役 職 氏 名

代表取締役社長 梅 木 孝 治

取締役兼専務執行役員 寺 澤 重 治

取締役兼執行役員 小 倉 隆 男

取締役 梅 木 健 行

取締役 長 田 朋 久

社外取締役 田 村 　 圭

社外監査役（常勤） 畑 　 耕 一

社外監査役 足 立 政 治

社外監査役 北 島 貴 三 夫

発行可能株式総数 36,000,000株

発行済株式の総数 11,222,600株

株主数 2,123名

所有者別株式分布状況

レンタル関連事業

営業拠点 ：29ヶ所
物流センター ：12ヶ所
リサイクル
ショップ

：   6店舗

https://www.koyou.co.jp/

その他国内法人
 7,724,202株 68.83%

個人・その他
 2,704,255株 24.10%

証券会社
 333,897株 2.98%

金融機関
 303,700株 2.71%

外国人
 155,904株 1.39%

自己名義株式
 642株 0.01%

11,222,600
株

合 計

役員一覧� 2026年6月30日現在 会社概要� 2026年6月30日現在

株式の状況� 2026年6月30日現在

FF&Eレンタル コーユーレンティア

物流サービス コーユーロジックス

インテリアデザイン ONEデザインズ

スペースデザイン事業

ICT機器レンタル コーユーイノテックス

ドキュメント
サービス

イノテックス
ビジネスソリューションズ

I C T 事 業

サービス 広友サービス

物 販 事 業

物 販 広友物産

映像・音響の
設計施工

イノテックス
エンジニアリング




